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の割合の％である。記述回答については，主なものを掲載した。
１．貴小学校には岩石園がありますか。





























［１］標本はほぼそろっている。：34 ／ 54［63.0 ％］
［２］標本が不足している。：17 ／ 54［31.5 ％］
［３］実験道具はほぼそろっている。：27 ／ 54［50.0 ％］
［４］実験道具が不足している。：22 ／ 54［40.7 ％］













［１］行かない。： 19 ／ 54［35.2 ％］
［２］ほとんど行かない。：　 23 ／ 54［42.6 ％］
［３］よく行く。：12 ／ 54［22.2 ％］
［４］毎回行く。：0 ／ 54［0 ％］
○［１］［２］と回答された先生方にお聞きします。
・校外へ行かない理由を具体的に教えてください。（複数回答可）
［ア］時間的な問題：16 ／ 54［29.6 ％］　　
［イ］金銭的な問題：9 ／ 54［16.7 ％］　　
［ウ］教師自身が周辺の地質について知らない。：10 ／ 54［18.5 ％］
























［１］標本の提示をしている。：39 ／ 54［72.2 ％］
［２］写真やＶＴＲ，教育番組などの映像教材を利用している。：52 ／ 54［96.3 ％］
［３］グループでの活動を中心に観察・実験をしている。：13 ／ 54［24.1 ％］





























































成 19 年 12 月 20 日にＡ～Ｄの４校，12 月 26 日にＥ～Ｈの４校を行った。調査項目は，岩
石園の広さと配置，岩石の種類，設置時期，岩石の配列等である。調査結果は，第１，２
表に示した。











設置時期 昭和 46 年３月 20 日（卒業記念）
岩石の表示，状態など 表示：有（固定式）。表示がないものがある。堆積岩，鉱物，火成岩を系統











設置時期 昭和 42 年（卒業記念）
岩石の表示，状態など 表示：有（岩石名の掲示板）。誤表示が目立つ。玄武岩と頁岩の区別が難し



























設置時期 昭和 46 年（卒業記念）
岩石の表示，状態など 表示：有。堆積岩，火山岩，深成岩，鉱物が系統的に配置される。大きさ
は 20 ～ 40cm。ブロックで階段を作り岩石を配置している。周囲に石英の
玉石を敷きつめて雑草はない。岩石は良好である。
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５．岩石園の検討















蛇紋岩，石英，方解石 ( 石灰岩 )
岩石展示園～岩石実習園，長崎変成岩類・長崎火山岩類
設置時期 昭和 53 年９月
岩石の表示，状態など 表示：有。「岩石の成因」・「岩石採取地」・「岩石園（岩石名）」の掲示板（ブ









































設置時期 昭和 54 年頃
岩石の表示，状態など 表示：有。木製の名札が移動し，誤表示になっている。大きさは 20 ～ 50cm。
系統的な配置でない。泥の上に大小の岩石が置かれた状態である。
近藤 寛・野崎ゆかり：長崎市の小学校における岩石園の現状と地学教材 23
岩石園の調査（第１，２表）では設置時期は，昭和 42 年（1957）がＢ小学校，昭和 46


























第１図 岩石園の有無 第２図 ビオトープの有無





















アンケートでは，標本がほぼそろっている学校は 34 校（63.0 ％），実験道具はほぼそろっ





校外学習へよく行く学校は 54 校中の 12 校（22.2 ％）であった。校外学習に行かない学
校は 19 校（35.2 ％），ほとんど行かない学校は 23 校（42.6 ％）である。小学校の多くは，
校外学習が実施できない状況にある（第４図）。
校外学習を行わない理由として，近くに観察に適した場所がないとの回答が も多く
41 校（75.9 ％）である。その次の理由は時間的な問題が 16 校（29.6 ％）であった。ただ




















第３図 標本・実験装道具の整備状況 第４図 校外学習の実施の割合
第５図 校外学習を行わない理由 第６図 岩石・地質教材の授業での活用














校外学習は，よく行く小学校は 12 校であり，ほとんど行かないが 23 校，行かないが 19
校であった。校外学習ができない理由は，地理的な問題が 41 校と も多い。近くに川や
地層がある学校では校外学習が実施されている。校外学習では，観察の視点を明確にする
との回答が多かった。













林 慶一（2007）：21 世紀の地学教育を展望する，地学教育，第 60 巻，第３号，p.75-88．
細谷　尚・武井満喜男・宮崎　弘（1982）：岩石園のつくりかた，自然をしらべる地学シ
リーズ３「土と岩石」，p.58-60，東海大学出版会．









田中 威（1971）：岩石園の活用について，長崎県地学会誌，第 16 号，p.11-14．
長崎大学教育学部紀要 教科教育学 No.49（2009 年）28
